




















Abstract: Is Japanese unique among the worldʼs languages, or is it not? While early typological 
studies stressing the universality of human languages showed that Japanese is not a “special” but a 
rather common type of language in terms of word order and other macro-parameters, more recent 
probes into the fine details of Japanese are beginning to uncover theoretically challenging 
phenomena that are unique to or characteristic of this language. The present paper introduces some 
such phenomena related to Japanese word formation including exocentric compounds of a novel 
type and agent-incorporating compounds, and elucidates their unique nature by comparing them 
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Dryer, Gil, and Comrie, 2005）に代表される今日の成果につながった言語類型論（language 
typology）の研究が地球上の諸言語の特徴を調査し類型化していく中で，「世界的な観点か
らすると，日本語は決して特殊ではなく，むしろごく普通の，ありふれたタイプの言語で








不定の言語は除外し，母数を1056言語として数えている（数値はGreenberg 1966, Hawkins 
1983, 山本 2003など，研究者によって多少異なりがある）。
（1）
（Map from WALS, 81. Order of Subject, Object and Verb [by Matthew S. Dryer]）
（2）SOV ─  1056言語中497言語（約47.1%）：日本語，朝鮮語，ヒンディ語，エスキモー
語，ケチュア語など
SVO ─  1056言語中435言語（約41.2％）：英語，ロシア語，スワヒリ語，中国語，イ
ンドネシア語など
VSO ─  1056言語中85言語（約８％）：ウェールズ語，サモア語，ヘブライ語，ネズ・
パース語など
VOS ─  1056言語中26言語（約2.4％）：マダガスカル島のマラガシ語，ネイティブ・
アメリカン語の一部
OVS ─  1056言語中９言語（約0.9％）：ブラジル，オーストラリアなど

































（4）少母 音（２～４母音） ─ 563言語中92言語（約16.3％）：アレウト語，ナヴァホ語，ジ
ルバル語，マダガスカル語，グリーンランド語など
平均 的（５～６母音） ─ 563言語中288言語（約51.2％）：日本語，アイヌ語，アラビ
ア語，スペイン語，ロシア語，バスク語，ブルガリア語，チャモロ語など
多母 音（７～14母音） ─ 563言語中183言語（約32.5％）：韓国語，フランス語，ハン
ガリー語，英語，ジャワ語，クメール語など
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単純音調 ─ 132言語 （日本語，アイヌ語，ナヴァホ語，ノルウェー語など）
複雑音調 ─ 88言語（中国語，ベトナム語，ヨルバ語など）
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espantapájaros ʻscares+birdsʼ = かかし（スペイン語，Kornfeld 2009）











































































































































































































































































可能性A 中国語から借用 中国語から借用 中国語から借用
可能性B 中国語から借用 中国語から借用 日本語で創出
可能性C 中国語から借用 日本語で創出 日本語で創出
可能性D 日本語で創出 中国語から借用 中国語から借用
可能性E 日本語で創出 日本語で創出 中国語から借用
可能性F 日本語で創出 中国語から借用 日本語で創出
可能性G 中国語から借用 日本語で創出 中国語から借用
























































































　　Ilpon’in  [ yumyeng (*-han) paywu]
　　日本人［有名（＊な）俳優］
ｂ．하계  ［끽다부（＊의）영업시간］






















































　　haksayng-i      [eyllibeyithe│sayong]        si-ey-nun
　　学生が　　　［エレベーター│使用］    時には
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　 ＊eyllibeyithe-lul         [haksayng│sayong]   si-ey-nun
　 ＊エレベーターを　［学生│使用］　　　  時には
ｃ．비행기가　　［나리타공항│착륙］　　　　시에는 （場所格補語）
　　pihayngki-ka   [Nalithakonghang│chaklyuk]   si-ey-nun
　　飛行機が　　［成田空港│着陸］　　　　　時には
ｄ．동경에서　　　 ［대지진│발생］　　　시에는 （非対格動詞の主語）










　　? haksayng-i      eyllibeyithe-lul           sayong　　 si-ey-nun
　　 学生-が　　   エレベーター-を　  使用　　　時には
ｂ．?비행기가　　  나리타공항에　　　 착륙　　  시에는　（cf. 39c）
　　? pihayngki-ka     Nalithakonghang-ey     chaklyuk    si-ey-nun
　　 飛行機-が　　 成田空港-に　　　　着陸　　   時には
ｃ．?동경에서　　　대지진이　  발생　　   시에는　（cf. 39d）
　　? Tongkyeng-eyse  taycicin-i       palsayng     si- ey-nun
















　 ＊eyllibeyithe-lul        sayong-uy     haksayng-un
ｃ．［엘리베이터　사용］의　　　학생은





























































　　 [Taythonglyeng│cwuchoy]-uy    phathi
ｂ．＊［大統領│去年│主催］の　　　　　　パーティ
　 ＊［대통령│작년│주최］의　　　　　　파티
　 ＊[Taythonglyeng│caknyen│cwuchoy]-uy    phathi
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　 ＊Suphilpekukamtok-i            ceycak-uy      yenghwa
　　スピルバーグ監督が　　制作の　　  映画
ｂ．＊［스필버그감독의　　　 제작］의　　영화
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